
但馬カップサッカー大会２０２２兼 

全国クラブチーム選手権兵庫県大会但馬地区予選 大会要項 
 

１）主催  ＮＰＯ法人但馬サッカー協会 （第 1 種委員会） 

 

２）大会要項 

1． 主旨 

本大会優勝チームは、全国クラブチーム選手権兵庫県大会へ、但馬代表として出場す

る義務がある。但し、出場を辞退した場合、その権利は次位のチームに移る。 

 

2． 参加資格 

ａ チーム資格 

    令和 4 年 3 月 31 日までに、（公財）日本サッカー協会及び兵庫県社会人サッカー連盟 

に登録が完了しているチームで、日本人を主体とした、県リーグ以下所属の単独チーム

で、決勝戦迄試合を続行できる事。 
ｂ 選手資格 

（1）令和 4 年度の登録が完了した者。 

（2）年齢制限は中学生以上とし、中・高生は在学中のサッカー部に籍を置く者は不可。 

尚、中学生の出場については、保護者の承認届けを必要とする。 

（3）同一選手が 2 チーム以上に登録はできない。 

ｃ 追加登録 

   追加登録は選手証が発行され次第、出場可能となる。 

e  費用 

  大会運営費用は協会会費、及び助成金で賄う。 

 

本大会中、試合ごとの選手エントリーは、令和３年度に登録された中から 18 名とし、（公

財）日本サッカー協会発行の選手証（選手登録一覧含む）を提示できる者に限る。 

 

3． 競技規則 

（公財）日本サッカー協会競技規則 

 

4． 試合時間・試合形式 

試合時間は 80 分 

ハーフタイムは 10 分を限度とする 

決勝戦以外 80 分で勝敗が決しない場合、P K 戦により勝敗を決定する 

決勝戦のみ 80 分で勝敗が決しない場合、延長戦行い、それでも決しない場合、 

P K 戦にて勝敗を決定する。 

 

5． 選手人数 

如何なる事由によらず、試合開始時に７名に満たないチームは棄権となり、相手チー



ムの勝ちとする。 

 

6． メンバー表の提出及び交代選手 

試合開始 10 分前までに、メンバー登録用紙にエントリーＮｏ.（背番号と同じ）と選手

氏名を完全に一致させ、選手証（選手登録一覧）とともに本部へ提出する。 

尚、選手証の無い(「忘れた」を含む)選手は出場出来ない。又、写真の無い選手証も無

効とする。 

メンバー登録用紙への記入は、スターティングメンバー11 名と交代要員 7名とし、選

手の交代は前・後半を問わず、5 名迄随時交代できる。 

 

7．ベンチ及びグラウンドに入れる選手数の制限 

ベンチ入り人数は、予めメンバー登録用紙に記載された 18 名と、監督・コーチ・トレ

ーナー・主務等の計 24 名以内とする。 

従って、試合前の練習にも、この 24 名以外はグラウンドに入れません。 

 

8．ユニフォーム 

ユニフォーム規定に準じたユニフォームを着用すること。ユニフォームは正・副 2 種を

必ず準備する。 

対戦チームが同色の場合、原則として組合せ番号の若いチームが、正のユニフォームを

着用するものとするが、試合前、審判員とも協議し、決定する。 

   （優先順位は①HFP②AFP③HGK④AGK とする） 

   ソックス上のテーピング及び、アンクルサポーターは何色でも着用可とする。 

ロングタイツはチームで色を揃えれば何色でも着用可とする。 

チーム事情により GK 登録以外のプレーヤーが GK を行う場合、登録番号以外の 

GKユニフォームを着用してプレーする事を認める。 

9．審判員及び記録員 

チームは審判員及び記録員・運営補助員を定められた時間に派遣する。審判員について

は、必ず審判服を着用し、審判証を提出するものとする。又、審判用具も持参する。 

如何なる事由によらず、審判不履行の場合、その当該チームは失格となる。 

 

 

10．棄権及び失格 

棄権した場合､その内容を検討の上、次年度本大会の出場停止処分となる。 

又、失格の場合も同様である。 

 

11．反則･退場処分･その他 

    本大会中、退場処分を受けた選手は、自動的に次 1 試合出場停止とする。 

    尚、警告の累積は行わないものとする。 

以後の処理は､但馬サッカー協会規律委員会の裁定による。 

         又、その他不祥事により、協会の名を汚した場合、但馬サッカー協会規律委員会で処

分を決定する。 

上記出場停止中の選手を出場（エントリー、ベンチ入りを含む）させた場合、 



勝点より 3点をマイナスする。 

 

試合球 

協会より用意した、指定のボールを使用する。   

 

12．表彰 

優勝・準優勝を表彰する。 

 

13．負傷者の取扱い 

試合中、及び近辺での負傷者発生の処置は当該チームで行う。 

 

14．器物破損等の取扱い 

試合中、又は練習中に関らず、場内外の器物に損害を与えた場合、当該チームで弁済

する。 

 

 15. 落雷事故防止等に関する試合の取り扱いについて 

    試合開始後、雷や豪雨等の為に試合を中断し、再開出来ない場合、その時点のスコ 

アにより決定する。 

    同点の場合は主審のコイントスにより決定する。 

   試合開始前に中止となった場合、大会運営本部で決定する。 

 


